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大阪湾の海底に見られるサンドウェーブの移動

Migration of sand waves observed in Okinose area of Osaka Bay
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　固結していない砂粒子などに水の流れが作用することで形成される波長数ｍ-数百ｍの微小地形をサンド

ウェーブと呼ぶ．大阪湾内の淡路島東縁の沖ノ瀬と呼ばれる海域には沖ノ瀬環流と呼ばれる恒流が存在し，沖

ノ瀬の水深が30-45 mの海底付近では，波長10-100 m規模のサンドウェーブが観測されている．しかし，沖

ノ瀬のサンドウェーブの詳細な特徴，形成機構，変化機構等の解明は水産資源保護や航海安全確保の観点から

重要であるにも関わらず，詳細は不明である(八島, 1992)．本研究では，現在の大阪湾沖ノ瀬の海底に見られ

るサンドウェーブを約1年間に6回地形調査観察することで，沖ノ瀬のサンドウェーブがこの期間にどの方向に

どの程度移動するか評価した． 

　2017年9月27日，11月12日，2018年3月24日，8月31日，9月26日，10月13日の6回にわたり，神戸大学

大学院海事科学研究科附属練習船「深江丸」に搭載されているマルチナロービーム測深器を用いた沖ノ瀬の海

底地形の調査，ならびにグラブ式採泥器を用いた採泥を行った．南北2 km，東西1 kmを調査範囲とした． 

　得られた海底地形図を解析したところ，沖ノ瀬南東部で波長の異なるサンドウェーブが観察された．Perillo

and Ludwick (1984)の基準に従うと，沖ノ瀬南東部で確認されたサンドウェーブは，大きいサンドウェーブ

（波長50 m以上，波高2 m以上），小さいサンドウェーブ（波長10-50 m，波高0.6-2 m），メガリップル

（波長10 m未満，波高60cm未満）の主に3種類に分けられることが明らかになった．この期間の観察におい

て，大きいサンドウェーブの移動は確認できなかったが，小さいサンドウェーブは5 mほど北進し，メガ

リップルは日々変動しているという結果が得られた．通常，サンドウェーブは残差流（ここでは沖ノ瀬環流で

北方向となる）の方向に移動することが知られており（Nemeth et al., 2002），沖ノ瀬でも同様であることが

明らかとなった．また，2018年6月18日に大阪北部地震，同年8月23日に台風20号，同年9月4日に台風21号

と沖ノ瀬周辺で大きな波をもたらす災害があったが，大きいサンドウェーブへの影響は見られなかった． 

　サンドウェーブの構造化は国内外で報告例（鹿児島県大隅海峡（Ikehara, 1998）やスペインカディス湾

（Nemeth et al., 2007）など）があるが，大阪湾の沖ノ瀬のサンドウェーブが大きく3種類に構造化できると

いうことは今回の調査で新しく判明した．形成されるサンドウェーブの波長・波高の大きさは，深度，底質の

粒径，海底付近の海水の流れの大きさによって決まるため，海水の流れの評価は重要である．しかし，海底付

近の海水の流れを実測することは困難であるため，現時点では，海底付近の海水の流れと小さいサンド

ウェーブの移動を関連付けて説明するには至っていない．現在，沖ノ瀬の海底付近の海水の流れをシ

ミュレーションによって明らかにすることを検討しており，その結果から沖ノ瀬のサンドウェーブの形成機構

に迫っていきたいと考えている．
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